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さ
ん
ま
と
パ
ン
ダ

―
「
現
代
日
本
紀
」
考
証
二
題
―

久　

禮　

旦　

雄

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
年
一
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
、
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
日

本
書
紀
』
の
成
立
と
記
事
の
虚
実
」
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
登
壇
し
て
以
来
、『
日
本
書
紀
』
に
関
す
る
取
材
を
受
け
る
こ

と
が
増
え
た
。
そ
の
過
程
で
調
べ
直
し
た
も
の
の
中
に
は
興
味
深
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
調
査
メ
モ
の
一
部

を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

一
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
さ
ん
ま
寿
司

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
月
、
某
報
道
番
組
か
ら
の
取
材
で
、
質
問
は
「
和
歌
山
県
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
さ
ん
ま
寿
司
に

つ
い
て
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
本
当
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
折
か
ら
の
さ
ん
ま
不
漁
の
ニ
ュ
ー
ス
に
か

ら
め
て
、
日
本
人
の
食
生
活
に
さ
ん
ま
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
紹
介
し
た
い
意
図
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。

し
か
し
、
例
え
ば
『
古
事
類
苑
』「
動
物
部
」
に
あ
る
「
サ
ン
マ
」
の
項
目
に
近
世
以
前
の
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
古
く
遡
る
も
の
か
疑
問
に
感
じ
ら
れ
た
。
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改
め
て
確
認
す
る
と
、
例
え
ば
『
日
本
経
済
新
聞
』
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
二
月
二
十
二
日
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
「（
食

紀
行
）
三
重
の
サ
ン
マ
ず
し

―
お
祝
い
で
食
す
家
庭
の
味
」
と
い
う
記
事
に
は
、

「
熊
野
灘
を
の
ぞ
む
三
重
県
南
部
や
和
歌
山
県
で
古
く
か
ら
庶
民
の
味
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
サ
ン
マ
ず
し
。
正
月
な
ど

ハ
レ
の
日
に
欠
か
せ
な
い
家
庭
料
理
と
し
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
熊
野
の
サ
ン
マ
ず
し
の
歴
史
は
古
く
、

三
重
県
熊
野
市
は
「
サ
ン
マ
ず
し
発
祥
の
地
」
を
う
た
う
。

1
月
10
日
、
熊
野
市
の
産
田
（
う
ぶ
た
）
神
社
で
安
産
や
子
供
の
健
康
な
ど
を
祈
願
す
る
例
大
祭
が
開
か
れ
た
。
同
神

社
は
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
火
の
神
を
産
ん
だ
場
所
と
伝
え
ら
れ
る
。
骨
が
丈
夫
で
元
気
に
育
つ
よ
う
に
と
、
子
供
た
ち

が
骨
の
付
い
た
ま
ま
の
サ
ン
マ
ず
し
を
食
べ
る
の
が
習
わ
し
だ
。

「
日
本
書
紀
」
に
、
産
田
神
社
の
祭
礼
で
「
サ
ン
マ
ず
し
」
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
神

社
は
「
サ
ン
マ
ず
し
発
祥
の
地
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
を
根
拠
に
「
熊
野
の
サ
ン
マ
ず
し
は
日
本
最
古
」
と
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、

市
内
の
サ
ン
マ
ず
し
製
造
・
販
売
業
者
が
２
０
０
４
年
に
「
熊
野
市
さ
ん
ま
寿
し
保
存
会
」
を
設
立
。
1
月
10
日
を
「
さ

ん
ま
寿
し
の
日
」
と
し
て
宣
言
し
た
。」

と
あ
り
、
さ
ん
ま
寿
司
の
説
明
と
と
も
に
、『
日
本
書
紀
』
へ
の
言
及
が
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
記
事
と
し
て
、『
毎
日
新
聞
』
の

地
方
版
（
愛
知
県
）
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
月
五
日
掲
載
の
「
再
発
見
！
東
海
あ
ん
な
味
こ
ん
な
味　

さ
ん
ま
寿
司
（
三

重
県
）」
に
は
、
同
様
の
由
来
が
地
元
で
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

日
経
新
聞
・
毎
日
新
聞
と
も
に
熊
野
市
の
産
田
神
社
の
祭
礼
に
お
い
て
サ
ン
マ
寿
司
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
日
本

書
紀
』
に
見
え
る
と
す
る
。
岡
野
節
子
・
堀
田
千
津
子
「
紀
伊
地
域
に
お
け
る
〝
さ
ん
ま
ず
し
〞」
に
よ
れ
ば
、「
…
…
産
田
神

社
は
女
神
の
伊
弉
冊
尊
が
火
の
神
の
軻
遇
突
智
神
を
出
産
し
、
崩
御
さ
れ
た
地
で
あ
る
と
「
日
本
書
紀
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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祭
神
は
安
産
や
子
供
の
成
長
に
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
祭
日
に
な
る
と
遠
方
か
ら
の
参
詣
者
も
多
い
。
1
月
10
日
の
大
例

祭
と
11
月
23
日
の
新
嘗
祭
の
年
2
回
に
神
事
が
行
わ
れ
、
こ
の
時
「
奉
飯
（
ほ
う
は
ん
）」
の
直
会
と
称
し
て
饗
応
が
あ
る
。
こ

の
神
事
と
は
1
杯
の
「
汁
か
け
飯
」、
1
本
の
「
骨
つ
き
さ
ん
ま
の
姿
ず
し
」、「
御
神
酒
」、「
赤
和
え
」
の
献
立
で
あ
る
…
…
「
骨

つ
き
さ
ん
ま
の
姿
ず
し
」
と
は
郷
土
料
理
の
「
さ
ん
ま
の
姿
ず
し
」
と
は
異
な
り
、
神
事
に
関
与
し
て
い
る
。
さ
ん
ま
を
骨
つ

き
の
ま
ま
腹
開
き
に
し
て
あ
る
の
で
、
こ
の
神
社
の
祭
事
し
か
食
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
…
…
」
と
い
う
。

イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
（『
日
本
書
紀
』
は
伊
弉
冉
尊
、『
古
事
記
』
で
は
伊
邪
那
美
神
も
し
く
は
伊
邪
那
美
命
）
は
、
記
紀
神

話
に
お
い
て
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
（『
日
本
書
紀
』
で
は
伊
弉
諾
尊
、『
古
事
記
』
で
は
伊
邪
那
岐
命
）
と
夫
婦
と
な
り
、
国

土
と
神
々
を
産
ん
だ
が
、『
古
事
記
』
で
は
そ
の
際
に
火
神
で
あ
る
ホ
ノ
カ
グ
ツ
チ
を
出
産
し
、黄
泉
国
に
赴
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

産
田
神
社
は
こ
の
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
ホ
ノ
カ
グ
ツ
チ
を
出
産
し
、
死
去
し
た
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
特
殊
な

神
饌
が
さ
ん
ま
寿
司
な
の
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
死
に
つ
い
て
「
一
書
に
曰
く
、
伊
弉
冉
尊
、
火
神
を
生
み
給
ふ
時
に
灼
か
れ
て
神
退

去
ま
し
ぬ
。
故
れ
紀
伊
国
熊
野
の
有
馬
村
に
葬
し
ま
つ
る
。
土
俗
、
此
神
の
魂
を
祭
る
に
、
花
の
時
に
花
を
以
て
祭
る
。
又
鼓
・

吹
幡
旗
を
用
て
歌
い
舞
い
祭
る
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
現
在
「
花
の
窟
」（
花
窟
神
社
）
と
称
さ
れ
る
場
所
（
神
社
）
に
比

定
さ
れ
て
い
る
。
産
田
神
社
は
そ
の
近
く
に
位
置
し
て
い
る
が
、
そ
の
神
社
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
さ
ん
ま
寿
司
」
の
記
述
も
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
。

江
戸
時
代
に
紀
州
藩
が
編
纂
し
た『
紀
伊
国
続
風
土
記
』に
は「
奥
有
馬
村
」の「
産
土
神
社
」に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
、「
口
・

奥
有
馬
・
山
崎
三
か
村
の
産
土
神
な
り
、
土
人
伝
へ
い
ふ
、
伊
弉
冊
尊
此
地
に
て
軻
遇
突
知
神
を
産
み
給
ふ
故
に
産
田
と
名
つ

く
と
い
ふ
。
…
…
上
古
は
榎
本
氏
代
々
神
官
に
て
社
領
の
地
を
掌
り
し
に
、
中
世
以
来
別
に
神
主
を
置
き
神
事
を
掌
ら
し
む

（
1
）
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…
…
天
正
の
頃
榎
本
氏
断
絶
し
、
宮
社
も
尽
兵
火
に
罹
り
て
古
記
等
伝
は
ら
さ
る
事
惜
む
へ
し
。
…
…
又
寛
文
年
中
花
ノ
窟
と

も
に
殺
生
禁
札
を
給
へ
り
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
出
産
の
場
所
と
い
う
伝
承
が
確
認
で
き
る
。
同
社

に
は
祭
祀
遺
構
が
存
在
し
、
弥
生
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
（
熊
野
市
指
定
文
化
財
）
こ
と
か
ら
、
古
代

に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
祭
祀
が
行
わ
れ
、
そ
の
由
来
と
な
る
伝
承
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、『
続
風
土
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
「
天
正
の
頃
」（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
＝
安
土
桃
山
時
代
）
に
神
官
の
榎
本
氏

が
断
絶
し
、
社
殿
も
焼
亡
し
た
た
め
古
い
記
録
な
ど
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
『
日
本
書
紀
』
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た

伝
承
が
現
地
に
残
っ
て
い
た
と
も
考
え
に
く
い
。

な
お
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
三
重
県
神
職
会
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
『
三
重
県
下
の
特
殊
神
事
』
に
は
産
田
神
社
の

神
事
と
し
て
「
ほ
う
飯
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、そ
こ
で
は
「
骨
付
鮒
」
が
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、そ
の
由
来
は
「
不

詳
」
で
、「
小
児
の
左
箸
（
左
手
に
箸
を
持
ち
て
食
事
す
る
も
の
）
を
匡
正
す
る
に
霊
験
あ
り
と
て
遠
方
よ
り
来
り
て
ほ
う
飯
を

請
ふ
も
の
少
な
か
ら
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
、
特
に
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
の
関
係
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。

以
上
、
ま
と
め
て
お
く
と
、
産
田
神
社
を
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
火
神
を
産
ん
だ
場
所
と
す
る
記
事
は
江
戸
時
代
の
『
紀
伊

続
風
土
記
』
に
は
確
認
で
き
る
が
、『
日
本
書
紀
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ん
ま
寿
司
の
記
事
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
産
田
神
社
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
の
関
係
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ

ミ
コ
ト
と
同
様
に
『
日
本
書
紀
』
に
記
事
が
あ
る
と
い
う
説
が
（
お
そ
ら
く
近
代
以
降
に
）
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
概
略
を
依
頼
の
あ
っ
た
報
道
番
組
に
提
供
し
た
。
情
報
提
供
に
感
謝
す
る
電
話
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
後
、
番
組

内
容
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
（
さ
ん
ま
寿
司
と
『
日
本
書
紀
』
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
）
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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二
、
則
天
武
后
と
パ
ン
ダ

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
二
月
、
時
事
通
信
社
よ
り
の
取
材
で
、「『
日
本
書
紀
』
に
則
天
武
后
が
日
本
に
パ
ン
ダ
を
送
っ

た
と
い
う
記
事
が
あ
る
と
い
う
の
は
本
当
か
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
質
問
は
、
日
中
国
交
正
常
化
五
十
周
年
に
関
連
し
て
、「
上
野
動
物
園
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
情
報
サ
イ
ト　

Ｕ
Ｅ
Ｎ

Ｏ

－

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ.
Ｊ
Ｐ
」
の
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
に
つ
い
て
」
と
い
う
記
事
に
「
海
外
に
渡
っ
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ

と
し
て
は
、
唐
（
６
１
８
年
〜
９
０
７
年
）
の
女
帝
で
あ
る
則
天
武
后
が
「
６
８
５
年
に
つ
が
い
の
パ
ン
ダ
2
頭
と
毛
皮
70
枚

を
贈
っ
て
お
り
、
日
本
書
紀
に
も
記
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
の
サ
イ
ト
自
体
が
該
当
す
る
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
か
ら
は
パ
ン
ダ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
同
じ

上
野
動
物
園
の
発
行
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ズ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
№
１
２
５
（
２
０
０
３
年
8
月
）
で
は
、読
者
か
ら
「（
中

国
の
）
成
都
パ
ン
ダ
繁
殖
基
地
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
遣
唐
使
の
時
代
に
中
国
か
ら
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が
贈
ら
れ
た
」
と
聞

い
た
が
「
こ
の
件
に
つ
い
て
、
文
献
な
ど
手
が
か
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
ラ
モ
ナ
・
モ
リ

ス
＆
デ
ス
モ
ン
ド
・
モ
リ
ス
『
パ
ン
ダ
』
と
、
同
書
が
引
用
し
た
ヴ
ェ
ン
ト
『
世
界
動
物
発
見
史
』
に
該
当
す
る
記
事
が
あ
る
が
、

根
拠
は
不
明
と
回
答
し
て
い
る
。

実
際
、
中
国
の
四
川
省
成
都
大
熊
猫
繁
育
研
究
基
地
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
則
天
武
后
が
日
本
に
パ
ン
ダ
を
送
っ
た
と
い
う

記
事
が
あ
る
よ
う
で
、
中
国
・
韓
国
の
新
聞
や
そ
れ
を
根
拠
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
記
事
な
ど
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
、

批
判
も
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
家
永
真
幸
『
中
国
パ
ン
ダ
外
交
史
』
に
は
「
巷
の
パ
ン
ダ
関
連
本
や
博
物
館
の
展
示
は
し
ば
し
ば
「
パ
ン
ダ
は
唐
の

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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時
代
に
日
本
に
贈
ら
れ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
…
…
し
か
し
こ
の
説
は
残
念
な
が
ら
歴
史
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
し
て
ヴ
ェ
ン
ト
の
記
述
を
紹
介
し
、「
現
在
の
ヒ
グ
マ
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
」
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
上
野
動
物
園
「
ズ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
則
天
武
后
に
よ
る
日
本
へ
の
パ
ン
ダ
贈
与
説
の
根
拠
と
し
た
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・

ヴ
ェ
ン
ト
『
世
界
動
物
発
見
史
』
の
該
当
記
事
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
…
…
古
代
中
国
文
学
に
登
場
す
る
動
物
の
中
で
並
ぶ
も
の
の
な
い
立
役
者
は
（
実
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
が
）

「
白パ
イ
シ
オ
ン熊
」
で
あ
る
。
雲
南
省
の
山
地
の
竹
藪
に
い
る
白
熊
は
、
唐
の
初
代
皇
帝
の
治
世
、
六
二
一
年
に
書
か
れ
た
年
代
記
に

す
で
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
後
の
日
本
の
皇
室
年
代
記
に
よ
る
と
、
六
八
五
年
一
〇
月
二
十
二
日
、
中
国
の
皇
帝
が
日
本

の
天
皇
に
生
き
て
い
る
白
熊
二
頭
と
白
ク
マ
の
皮
七
十
枚
を
贈
っ
た
と
い
う
。
…
…
」

ヴ
ェ
ン
ト
は
そ
の
後
、
こ
の
「
白
熊
」
が
長
く
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
十
九
世
紀
に
入
り
、
宣
教
師
で

あ
り
博
物
学
者
の
ア
ル
マ
ン
・
ダ
ヴ
ィ
ド
が
四
川
省
で
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
（
い
わ
ゆ
る
パ
ン
ダ
）
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
り
、

中
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
中
央
ア
ジ
ア
産
で
」「
古
代
の
年
代
記
に
…
…
白
い
毛
皮
に
黒
い
模
様
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
「
白
熊
」

が
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
と
は
違
う
別
の
動
物
の
こ
と
だ
と
判
明
し
た
と
い
う
経
緯
を
書
い
て
い
る
。

こ
こ
で
ヴ
ェ
ン
ト
が
引
用
し
て
い
る
記
事
が
い
か
な
る
史
料
に
基
づ
く
か
は
明
確
で
は
な
い
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ

が
、
六
八
五
年
は
日
本
で
は
天
武
天
皇
十
四
年
に
相
当
し
、
こ
の
時
は
白
村
江
の
敗
戦
以
来
、
日
唐
の
正
式
な
交
流
は
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
広
く
流
通
し
て
い
る
則
天
武
后
の
パ
ン
ダ
贈
与
と
い
う
記
事
は
『
日
本
書
紀
』
に
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ヴ
ェ
ン
ト
の
い
う
「
日
本
の
皇
室
年
代
記
」
を
『
日
本
書
紀
』
と
理
解
し
て
主
張

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
則
天
武
后
パ
ン
ダ
贈
与
説
と
時
期
的
に
も
内
容
的
に
も
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
が
、
こ
れ
も
既

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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に
指
摘
が
あ
る
が
『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
四
年
（
六
五
八
）
是
歳
条
の
「
越
国
守
阿
倍
引
田
臣
比
羅
夫
、
粛
慎
を
討
ち
、
生

羆
二
、
羆
皮
七
十
枚
を
献
ず
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
粛み
ち
は
せ慎
」
は
長
く
本
州
北
部
で
律
令
国
家
の
支
配
に
服
さ
な
い

民
を
指
す
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
北
海
道
の
人
々
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
『
日
本

書
紀
』
の
翌
年
七
月
庚
寅
条
に
は
「
高
麗
の
使
人
、
羆
皮
一
枚
を
持
ち
て
其
價
を
稱
し
て
曰
く
、
綿
六
十
斤
と
。
市
司
、
咲
ひ

て
避
け
て
去
る
。
高
麗
畫
師
子
麻
呂
、
同
姓
賓
を
私
家
に
設
く
日
、
官
の
羆
皮
七
十
枚
を
借
り
て
爲
賓
席
と
為
す
。
客
等
羞
ぢ

怪
し
み
て
退
く
」
と
あ
り
、高
麗
、す
な
わ
ち
中
国
東
北
地
方
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
を
支
配
し
て
い
た
高
句
麗
の
使
者
が
「
羆
皮
」

を
高
値
で
売
り
つ
け
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
朝
廷
が
持
っ
て
い
た
（
お
そ
ら
く
比
羅
夫
が
献
上
し
た
）
七
十
枚
の
「
羆
皮
」

を
見
せ
て
驚
か
せ
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
で
の
「
羆
」
は
現
在
の
北
海
道
に
い
る
ヒ
グ
マ
の
こ

と
と
理
解
し
て
問
題
は
な
い
。

そ
し
て
同
年
、日
本
は
唐
に
使
者
を
派
遣
し
て
お
り
（
白
雉
の
遣
唐
使
）、『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
五
年
七
月
戊
寅
条
に
は
「
小

錦
下
坂
合
部
連
石
布
・
大
仙
下
津
守
連
吉
祥
を
遣
り
て
、
唐
國
に
使
せ
し
む
。
仍
り
て
道
奧
蝦
夷
男
女
二
人
を
以
て
唐
天
子
に

示
す
。」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
ヴ
ェ
ン
ト
の
記
事
は
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
も
と
に
誤
解
を
含
み
つ
つ
書
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、「
皇
室
年
代
紀
」
と
い
う
と
、『
群
書
類
従
』
に
鎌
倉
時
代
成
立
の
も
の
と
み
ら
れ
る
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
「
皇

代
記
」
や
、『
宋
史
』「
日
本
伝
」
に
東
大
寺
の
僧
奝
然
が
提
出
し
た
と
さ
れ
る
「
王
年
代
紀
」、
室
町
時
代
の
洞
院
公
賢
が
著
し

た
『
皇
代
略
』
な
ど
、
中
世
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
歴
史
書
を
連
想
さ
せ
る
が
、
そ
れ
ら
の
史
料
に
則
天
武
后
の
パ
ン
ダ
贈
与

記
事
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。『
日
本
書
紀
』
も
天
皇
の
歴
代
紀
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
た
め
、「
皇
室
年
代
紀
」
と
称

さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

白
雉
の
遣
唐
使
の
際
に
、
唐
の
高
宗
（
則
天
武
后
の
夫
）
に
対
し
て
蝦
夷
を
見
せ
た
こ
と
は
、
唐
に
対
し
て
、
日
本
も
ま
た

（
11
）

（
12
）
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さ
ま
ざ
ま
な
国
を
支
配
下
に
置
く
「
帝
国
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
阿
倍
比
羅
夫
の
粛
慎
征
討

も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
、
支
配
領
域
の
拡
大
に
伴
う
日
本
の
「
帝
国
化
」
を
示
す
事
件
と
も
理
解
さ
れ
る
。

そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
本
来
、
中
国
（
唐
）
へ
の
対
抗
的
な
意
図
を
示
す
記
事
が
、
欧
米
の
書
物
を
介
し
て
誤
解
さ
れ
、
逆
に
、

中
国
側
の
優
越
意
識
を
に
じ
ま
せ
た
日
中
の
国
交
と
贈
り
物
の
記
事
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
面
白
い
現
象
だ

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
内
容
を
ま
と
め
て
、
時
事
通
信
社
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

令
和
四
年
五
月
一
日
に
「
パ
ン
ダ
、
飛
鳥
時
代
に
も
？　
「
唐
女
帝

が
贈
呈
」
説
を
追
う
―
日
本
書
紀
に
は
記
述
な
し
・
来
日
50
年
」

と
し
て
配
信
さ
れ
、
各
地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

お
わ
り
に
―
「
日
本
紀
に
有
り
」

本
稿
で
は
さ
ん
ま
と
パ
ン
ダ
に
つ
い
て
、取
材
に
関
連
し
て
『
日

本
書
紀
』
に
関
す
る
簡
単
な
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
ま
と
め
て
み

た
。
そ
れ
ぞ
れ
す
で
に
個
別
に
指
摘
さ
れ
た
事
実
も
多
い
。

興
味
深
い
の
は
、
い
ず
れ
も
『
日
本
書
紀
』
に
あ
る
、
と
い
う

主
張
が
独
り
歩
き
し
て
、「
さ
ん
ま
寿
司
」
や
「
中
国
の
パ
ン
ダ
外

交
」
と
い
う
も
の
を
権
威
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

日
本
中
世
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
か
ら
展

（
13
）

（
14
）

時事通信社配信記事に付された図
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開
し
て
、「
日
本
紀
（
＝
日
本
書
紀
）
に
有
り
」
と
い
う
言
葉
が
、
故
実
・
学
説
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
に

な
い
記
事
す
ら
創
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
「
中
世
日
本
紀
」
と
い
う
呼
称
と
と
も
に
、
今
日
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
近
世
・
近

代
に
お
い
て
も
同
様
の
営
為
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
も
近
年
で
は
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
説
に
際
し
て
称
さ
れ
る
存
在
し
な
い
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
「
現
代
日
本
紀
」

と
で
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

注（
1
）　

岡
野
節
子
・
堀
田
千
津
子
「
紀
伊
地
域
に
お
け
る
〝
さ
ん
ま
ず
し
〞」『
鈴
鹿
国
際
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
二
十
一
号
（
平
成
十
三
年
）。

（
2
）　
『
紀
伊
続
風
土
記 
第
3
輯　

牟
婁
・
物
産
・
古
文
書
・
神
社
考
定
』（
帝
国
地
方
行
政
会
出
版
部
、
明
治
四
十
三
年
）、『
日
本
歴
史
地

名
体
系　

和
歌
山
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
昭
和
五
十
八
年
）。

（
3
）　

産
田
神
社
内
の
解
説
パ
ネ
ル
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

 

「
産
田
神
社
の
神
籬
「
ひ
も
ろ
ぎ
」　

熊
野
市
有
田
町
産
田
神
社
の
社
殿
の
両
側
に
直
径
一
尺
高
さ
五
寸
の
丸
石
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

囲
ま
れ
た
中
に
五
個
が
置
か
れ
「
ひ
も
ろ
ぎ
」
跡
と
想
像
さ
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
こ
こ
に
落
ち
た
枯
葉
な
ど
箒
で
掃
く
こ

と
な
く
手
で
取
り
去
る
よ
う
に
き
つ
く
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
の
五
月
に
考
古
学
の
権
威
の
小
野
祖
教
「
も
と

の
り
」
国
学
院
大
学
文
学
博
士
が
熊
野
に
来
ら
れ
鑑
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
約
二
千
年
前
の
祟
神
天
皇
「
古
事
記
や
日
本
書
記

に
記
載
」
の
時
代
の
古
代
祭
祀
遺
跡
と
判
明
し
ま
し
た
。
日
本
に
は
東
北
地
方
に
一
ヶ
所
あ
る
の
み
で
、
産
田
神
社
で
二
ヶ
所
目
の
発

見
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の「
ひ
も
ろ
ぎ
」は
古
代
の
社
殿
の
無
い
時
代
に
神
を
お
迎
え
し
て
も
て
な
す
場
所
で
神
社
の
磐
境（
い

わ
さ
か
と
い
い
神
の
鎮
座
す
る
区
域
）
を
し
め
す
も
の
で
住
民
が
永
く
た
い
せ
つ
に
守
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ

の
地
域
で
は
津
の
森
遺
跡
が
発
見
さ
れ
弥
生
時
代
初
期
の
土
器
や
石
器
や
も
み
が
ら
の
付
い
た
瓶
な
ど
多
数
の
も
の
が
み
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
人
々
が
暮
ら
し
米
作
り
が
始
ま
っ
た
頃
、
神
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
願
っ
た
古
代
祭
祀
遺
跡
が
ひ
も
ろ
ぎ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

想
像
さ
れ
ま
す
。」

（
4
）　

三
重
県
神
職
会
編
『
三
重
県
下
の
特
殊
神
事
』（
昭
和
十
三
年
、
三
重
県
神
職
会
）。

（
15
）
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（
5
）　
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=138

、Ｒ
＆
Ｄ
・
モ
リ
ス
（
根
津
真
幸
訳
）『
パ
ン
ダ
』（
中

央
公
論
社
、
昭
和
五
十
一
年
）。

（
7
）　
「
唐
の
時
代
に
日
本
が
パ
ン
ダ
を
も
ら
っ
た
、
と
い
う
誤
報
・
誤
訳
に
つ
い
て
」（h

ttp
s:/

/
lo

ve
lo

ve
d

o
g

.h
ate

n
ad

iar
y.o

rg
/

e
n

tr
y
/

20080517
/

p
an

d
a

）、

 

「
日
中
パ
ン
ダ
交
流
史
（
？
）
の
謎
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
試
論
」（h

ttp
s:/

/
sy

u
lan

.h
ate

n
ad

iar
y.o

rg
/

e
n

tr
y
/20070523

/
p1

）

 

北
村
豊
「「
パ
ン
ダ
貸
与
」
の
意
味
す
る
も
の
」（
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
、
現
在
は
消
滅
）、
同
「「
中
国
の
夢
」
実
現
に
成
果
を

上
げ
る
パ
ン
ダ
外
交
」（
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
、h

ttp
s:/

/
b

u
sin

e
ss.n

ik
k

e
i.co

m
/

atcl/
o

p
in

io
n

/15
/101059

/071200109
/

?P
=5

）、

 

岡
田
敏
一
「
パ
ン
ダ
の
絶
滅
危
機
ラ
ン
ク
で
見
え
た
中
国
の
皮
算
用
」（
産
経
ニ
ュ
ー
ス
、
二
〇
二
一
年
七
月
二
十
三
日
、h

ttp
s:/

/

w
w

w
.san

k
e
i.co

m
/

article
/20210723
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C
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X
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D
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P
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Q
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U
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A
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/

）

 

「
中
国
の
「
パ
ン
ダ
外
交
」（
北
京
週
報
日
本
語
版
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
二
十
八
日
、h

ttp
:/

/
jap

an
e
se

.b
e
ijin

g
re

vie
w

.co
m

.cn
/

y
zd

s/
tx

t/2009
-12

/16
/

co
n

te
n

t_236967
.h

tm

）、

 

「「
パ
ン
ダ
外
交
」
の
始
ま
り
は
則
天
武
后
…
６
８
５
年
に
日
本
に
つ
が
い
送
っ
た
」（
中
央
日
報
日
本
語
版
、
二
〇
一
六
年
三
月
八
日
、

h
ttp

s:/
/

s.jap
an

e
se

.jo
in

s.co
m

/
JA

rticle
/212812

?se
ctco

d
e
=
A00

&
se

r
vco

d
e
=
A00

）、

（
8
）　

家
永
真
幸
『
中
国
パ
ン
ダ
外
交
史
』（
令
和
四
年
、講
談
社
）。
同
様
の
記
述
は
同
『
パ
ン
ダ
外
交
』（
平
成
二
十
三
年
、メ
デ
ィ
ア
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
）
に
も
あ
る
。

（
9
）　

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ン
ト
「
地
主
李
の
白
熊
」
同
（
小
原
秀
雄
・
羽
田
節
子
・
大
羽
更
明
訳
）『
世
界
動
物
発
見
史
』（
平
凡
社
、
昭

和
六
三
年
、
原
著
一
九
五
六
年
刊
行
）。

（
10
）　

ヴ
ェ
ン
ト
は
日
本
に
関
す
る
史
料
を
所
持
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
理
解
に
は
誤
り
も
多
い
。「
地
主
李
の
白
熊
」
に
は
「
極
東
の

芸
術
家
は
す
で
に
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
も
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
日
本
人
の
絵
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

と
し
て
立
ち
上
が
る
動
物
の
絵
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
平
凡
社
の
訳
で
は
「
訳
注
―
こ
れ
は
タ
ヌ
キ
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
11
）　
（
6
）
及
び
（
7
）
の
一
部
で
指
摘
が
あ
る
。

（
12
）　

小
口
雅
史
「
渡
嶋
再
考
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
八
十
四
号
（
平
成
十
二
年
）。

（
13
）　

石
母
田
正
『
日
本
古
代
国
家
論　

第
一
部
』（
昭
和
四
十
九
年
、
岩
波
書
店
）。
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（
14
）　
「
パ
ン
ダ
、
飛
鳥
時
代
に
も
？　
「
唐
女
帝
が
贈
呈
」
説
を
追
う
―
日
本
書
紀
に
は
記
述
な
し
・
来
日
50
年
」　

二
〇
二
二
年
五
月
一
日　

h
ttp
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「
そ
の
か
わ
い
ら
し
さ
か
ら
、
世
代
を
超
え
愛
さ
れ
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
。
今
年
は
来
日
か
ら
半
世
紀
の
節
目
と
な
る
が
、
実
は
約

１
３
０
０
年
前
の
飛
鳥
時
代
に
中
国
の
女
帝
か
ら
贈
ら
れ
た
と
の
説
も
あ
る
。
本
当
な
の
か
。
真
相
を
追
っ
た
。

 
　

パ
ン
ダ
は
１
９
７
２
年
、
国
交
正
常
化
を
機
に
中
国
か
ら
来
日
。
現
在
、
上
野
動
物
園
（
東
京
都
台
東
区
）
な
ど
3
施
設
で
13
頭
が

暮
ら
し
、
仙
台
市
な
ど
が
誘
致
を
続
け
る
。

 

　

同
園
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
パ
ン
ダ
の
生
態
を
紹
介
す
る
中
で
、中
国
史
上
唯
一
の
女
帝
だ
っ
た
唐
の
則
天
武
后
が
「
６
８
５

年
に
つ
が
い
の
パ
ン
ダ
2
頭
と
毛
皮
70
枚
を
贈
っ
て
お
り
、日
本
書
紀
に
も
記
さ
れ
て
い
る
」
と
の
説
を
披
露
。
該
当
部
分
と
し
て
、「
是

歳
、
越
国
守
阿
倍
引
田
臣
比
羅
夫
、
討
粛
慎
、
献
生
羆
二
、
羆
皮
七
十
枚
」
を
挙
げ
る
。

 

　

京
都
産
業
大
の
久
禮
旦
雄
准
教
授
（
日
本
古
代
史
）
に
よ
る
と
、「
６
５
８
年
、
阿
倍
比
羅
夫
が
粛
慎
（
北
海
道
に
い
た
と
思
わ
れ
る
、

大
和
政
権
に
従
わ
な
い
人
々
）
を
討
伐
し
、
生
き
た
ヒ
グ
マ
2
匹
、
ヒ
グ
マ
の
皮
70
枚
を
斉
明
天
皇
に
献
上
し
た
」
と
解
釈
で
き
る
と

い
う
。
た
だ
、
共
通
な
の
は
「
2
匹
（
頭
）」
と
「
皮
70
枚
」
だ
け
で
、
年
も
含
め
他
は
異
な
る
。

 

　

上
野
動
物
園
は
謎
を
解
く
手
掛
か
り
と
し
て
、
1
冊
の
本
を
挙
げ
る
。
１
９
５
６
年
出
版
の
外
国
書
籍
の
邦
訳
「
世
界
動
物
発
見
史
」

（
平
凡
社
）
だ
。
こ
こ
に
「
日
本
の
皇
室
年
代
記
に
よ
る
と
、
六
八
五
年
一
〇
月
二
二
日
、
中
国
の
皇
帝
が
日
本
の
天
皇
に
生
き
て
い
る

白
熊
二
頭
と
白
ク
マ
の
皮
七
〇
枚
を
贈
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

　

同
書
よ
り
後
の
「
パ
ン
ダ
」（
中
央
公
論
社
）
も
こ
の
説
を
紹
介
し
、
訳
者
は
「
皇
室
年
代
記
」
が
日
本
書
紀
を
示
す
と
指
摘
。
両
書

は
、「
白
熊
」
が
中
国
に
い
な
い
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
で
は
な
く
、
パ
ン
ダ
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

 

　

た
だ
「
皇
室
年
代
記
」
の
正
体
は
分
か
ら
ず
、
上
野
動
物
園
側
も
「『
世
界
動
物
発
見
史
』
の
真
偽
は
不
明
」
と
指
摘
。
久
禮
准
教
授

は
「
日
本
書
紀
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
同
書
の
抜
粋
書
の
よ
う
な
書
籍
を
基
に
し
た
た
め
不
正
確
な
記
述
に
な
っ
た
の
で
は
」
と
推
測

す
る
。

 

　

日
本
パ
ン
ダ
保
護
協
会
（
東
京
都
中
央
区
）
の
土
居
利
光
会
長
は
「
飛
鳥
時
代
来
日
説
を
聞
き
、
由
来
や
生
態
を
真
剣
に
調
べ
て
も

い
い
し
、
歴
史
や
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
も
い
い
。
わ
ず
か
な
記
述
か
ら
想
像
が
膨
ら
む
の
も
人
気
者
の
パ
ン
ダ
だ
か
ら
こ
そ
だ
。
一
人
ひ

と
り
が
好
き
な
よ
う
に
楽
し
ん
で
く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。」

（
15
）　

神
野
志
隆
光
『
変
奏
さ
れ
る
日
本
書
紀
』（
平
成
二
十
一
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）、
斎
藤
英
喜
『
読
み
替
え
ら
れ
た
日
本
書
紀
』（
令

和
二
年
、
角
川
選
書
）。
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ン
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ム

平
成
と
令
和
の
大
礼
を
振
り
返
る
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